
  

 

2025 年 12 月 22 日 

エレファンテック株式会社 

 

エレファンテック、銅で銅を分散させる、自己組織化銅ナノ粒子を開発 

- 半導体実装接合材の新たな設計を可能に - 
 

 

エレファンテック株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：清水信哉、以下 エレファンテック）は、このた

び、銅微粒子ペーストに全く新しい発想で分散性を付与する「自己組織化銅ナノ粒子（Self-Assembled Cu 

Nanoparticles, 以下 SA-CuNP）技術」を開発しました。 

 

 
SA-CuNP が銅微粒子に自己組織化する現象を捉えた走査電子顕微鏡（SEM）像 

 

近年、パワー半導体分野を中心に金属焼結材の期待が急速に高まっており、かつ Ag 焼結材に代替する低コストかつ高

信頼性の Cu ペーストが強く求められています。 

しかし、従来の Cu ペーストでは、有機分散剤によって微粒子を安定化する必要があり、有機分散剤を増やすことによ

る金属含有量の低下・焼結阻害・導電率低下などが実用上の課題となっていました。 

 

そこでエレファンテックは、有機剤に頼らず「銅で銅を分散させる」革新的な分散技術を開発しました。 

これまでも、メカノケミカル反応などを用いて金属粒子表面に別の金属粒子を接合する技術は存在しましたが、本技術

では、単に銅微粒子に指定の銅ナノ粒子を混合して撹拌するだけで、銅ナノ粒子が微粒子表面に自己組織化して粒子層

を形成します。 

また、このナノ粒子は特定の含有比率濃度を超えると急激に自己組織化が誘起される挙動を示し、当社ではこの閾値を



  

 

限界ミセル濃度（CMC）と似た概念として「臨界自己組織化濃度（Critical Self-Assembly Concentration, CSAC）」と

定義しています。CSAC を超えると、分散安定性が飛躍的に向上することを確認しています。 

 

 

 
 

 

 
      

 



  

 

 
SA-CuNP による分散モデル 

      

本技術のメリット 

本技術により、従来よりもはるかに低分子量・低添加量の有機分散剤でのペースト設計が可能となり、焼結挙動や粘度

設計などの材料設計自由度が大きく向上します。 

例えば、有機量を最小限に抑えられるため、金属含有量の向上や、焼結性・導電性・熱伝導性の改善、硬化時のガス発

生・残渣の低減などが期待できます。 

 

本技術を用いた事業について 

本技術は、主に銅ペーストメーカー・材料メーカー様に向けて、 

・新規銅ナノフィラー（SA-CuNP）の供給 

・SA-CuNP を用いた分散設計技術のライセンス提供 

・共同開発型でのペースト最適化 

など、幅広い形で事業展開を進めてまいります。 

 

なお、既に SA-CuNP の製造プロセスは安定化しており、量産規模での供給体制についても順次強化を進めておりま

す。 

  



  

 

 

応用先 

本技術により、パワー半導体の接合材・放熱材、受動素子の電極材、配線（太陽電池など）への応用が期待されます。 

 

 
 

 

今後の技術の広がり 

本技術は銅ナノ粒子に留まらず、「任意の無機微粒子表面に自己組織化する」汎用ナノ粒子分散技術としての発展が期

待されます。 

実際に、SA-CuNP がビスマス粒子、アルミナ粒子 表面にも同様の自己組織化挙動を示すことを確認しており、樹脂複

合材料の分散制御や、高フィラー充填材料の流動性改善など、多方面への応用が見込まれます。 

 

 
 

SA-CuNP が無機粒子に自己組織化する現象を捉えた走査電子顕微鏡（SEM）像 



  

 

 

エレファンテックは、今後も本技術を基盤として、半導体実装接合分野における新たな材料設計の可能性を切り拓いて

まいります。 

 

お問合せ   

エレファンテック株式会社：IJ 装置材料事業本部 事業開発部  

bd@elephantech.co.jp  

 

関連資料ダウンロード 

材料_銅ナノフィラー 

 

 

 

会社概要 

 

会社名 エレファンテック株式会社 

設立 2014 年 1 月 

本社所在地 東京都中央区八丁堀四丁目 3 番 8 号 

代表 清水 信哉 代表取締役社長 / CEO / Founder 

事業内容 製造装置・材料製造販売、プリント基板の製造販売 

URL https://elephantech.com  

 
エレファンテック株式会社 広報担当 pr@elephantech.co.jp 

 
 
 
 

【修正事項】分散安定性のグラフ横軸を「分散性有機物配合量（金属成分対比）」に更新しました（2025/12/23 19:00 付）。 


